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の
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と
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。
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、
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な
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る
と
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【
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（
１
）
清
水
寺
の
塔
頭
。
も
と
は
仁
王
門
前
に
あ
っ
た
が
、
明
治
四
四
年
（
一
九
一

一
）
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本
堂
南
の
現
在
地
に
移
築
さ
れ
た
。
本
尊
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十
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面
千
手
千
眼
観
音

菩
薩
。
境
内
に
子
安
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と
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さ
れ
る
三
重
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が
あ
る
。 

（
２
）
古
く
か
ら
世
間
の
人
々
に
言
い
習
わ
さ
れ
て
き
た
こ
と
ば
。 

（
３
）
穏
や
か
で
容
易
な
こ
と
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と
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婦
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こ
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だ
と
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こ
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で
す
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○
再
念

さ
い
ね
ん

坂さ
か 

長な
が

さ
半
町
ば
か
り
も
あ
ら
ん
か
。 

 

世
の
こ
と
は
ざ
に
三
年
坂
と
て
。
こ
の
坂
に
て 

 

つ
ま
づ
き
こ
ろ
べ
る
人
。
か
な
ら
ず
三
年
を 

 

す
ぐ
さ
ず
身
に
し
よ
か
ら
ぬ
な
ど
云
つ
た
へ 

 

た
り
。
本ほ

ん

義ぎ

は
。
清
水
寺
へ
参
詣

さ
ん
け
い

の
人
。
此
坂 

に
て
。
ふ
た
ゝ
び
念ね

ん

願
ぐ
わ
ん

ふ
か
く
な
る
事
と 

て
。
再
念
坂
と
云
侍
り
ぬ
（
十
一
オ
） 
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ね
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坂
と
て
、
こ
の
坂
に
て
躓

つ
ま
ず

き
転

こ
ろ
べ

る
人
、
必
ず
三
年
を
過す

ぐ

さ
ず
身
に
し
（
注
３
）
良

か
ら
ぬ
な
ど
云い

い

伝
へ
た
り
。
本
義
は
、
清
水
寺
へ
参
詣
の
人
、
此
坂
に
て
再
び
念
願

ね
ん
が
ん

深

く
な
る
事
と
て
、
再
念
坂
と
云
侍
り
ぬ
。 

  

【
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（
１
）
長
さ
の
単
位
。
半
町
は
約
五
五
メ
ー
ト
ル
。 

（
２
）「
泰
産
寺
」
の
（
注
２
）
参
照
。 

（
３
）「
し
」
は
強
意
の
助
詞
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語
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再
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坂
の
長
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半
町
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も
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世
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の
言
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坂
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、
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で
躓
い
て
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は
必
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以

内
に
わ
が
身
に
良
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こ
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が
あ
る
な
ど
と
言
い
伝
え
て
い
ま
す
。
本
来
の
意
味

は
、
清
水
寺
へ
参
詣
す
る
人
が
こ
の
坂
で
再
び
念
願
の
気
持
ち
が
深
く
な
る
と
い
う

こ
と
で
、
再
念
坂
（
再
び
念
願
す
る
坂
）
と
言
う
の
で
す
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